
学生自身がサービス提供する
「授業クラウド」で“実学”を学ぶ

　東京工科大学では、「実社会に役立つ技

術者や多様なエキスパートの育成」を基本

理念の1 つに掲げています。また、近年クラ

ウド環境によるIT サービスの利用に関心が

高まるなか、“Education as a Service”と

いう考え方を提唱しています。その実践例の

１つが、クラウド環境でプログラミングの実

習講座を受講できる授業クラウドです。

　授業クラウドによって、学生は Webブラ

ウザー上でプログラミングの実習や、作成し

たアプリケーションのテストを行ったり、教

員へ自由に質問することができるようになり

ます。また教員も、受講生の実習状況を確認・

管理できるようになります。

　東京工科大学コンピュータサイエンス学部

の田胡和哉教授は、今回のプロジェクトの

意義を次のように話します。

「“Education as a Service”には、２つの

側面があります。１つは、利用者としての

側面。そしてもう１つが、サービス提供者と

しての側面です。今回の授業クラウドでは、

学生は授業を受ける利用者であるだけでな

く、授業クラウドを企画し運営するサービス

提供者としても参加しています。この“サー

ビス提供者”の立場を体験できることが、

非常に重要です」

　特に ICT( 情報通信技術 ) の分野におい

ては、こうした実学主義の新しいタイプの教

育が、求められていると田胡教授は言います。

「従来の大学教育では、ソフトウェアの理論

や技術を教えることはできても、それらの

技術や理論が社会にどう適応し、付加価値

としてどう流れているか、サービスとしてど

う成立させていくかを学ぶ機会がなかった

のです。今回、授業クラウドで学生自らがサー

ビスを企画し運営することで、“ICT をいか

にサービスとして人に提供するか”“サービ

スを提供するということがどのようなものか”

を体験することができます」

“IBM アカデミック・イニシアティブ”
がチャレンジの際の敷居を下げる

　授業クラウドを構想する中で、すべてのこ

とを大学だけで行うには、体力的に無理が

あると田胡教授は感じていました。

「プログラミング実習講座のように、ブラウ

ザーだけを使ってソフトウェア開発を行うと

なると、プログラミングをする部分のツール

は全部作り直しになってしまう。これを解決

できるのが IBM のWebSphere
®
 sMashで

した。そこで、日本 IBM に相談し、IBM

アカデミック・イニシアティブを利用させてい

ただくことになりました。今回のキーコンポー

ネントであるWebSphere sMash を利用で

きたことで、プロジェクトの実現へ大きな一

歩を踏み出せました」

　学校の教員の方々は、IBM アカデミック・

イニシアティブ　プログラムに参加登録す

れば、IBM ソフトウェアや教材を無償で利

用できます。今回、IBM アカデミック・イニ
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概要
東京工科大学は、1986 年の開学以来

「実学主義」を掲げ、先端分野を学べ
る教育環境を整えています。コンピュー
タサイエンス学部は、メディア学部や
応用生物学部とともに八王子キャンパ
スにあり、情報や通信に関する技術を
核にし、コンピューターの原理や基礎
からインターネット上のビジネスまで、
多様で幅広い学問分野の学びを提供し
ています。

IBM アカデミック・イニシアティブ
で提供した製品
● IBM Rational Team Concert　 
● IBM WebSphere 
　sMash Developer Edition
● IBM DB2

学生の IT スキル向上支援プログラム 

「IBMアカデミック・イニシアティブ」
活用事例



〒 103-8510 東京都中央区日本橋箱崎町 19-21
12-09 Printed in Japan

●掲載された情報は2009 年12月現在のものです。事前の予告なしに変更する場合があります。

●本事例中に記載の肩書や数値、固有名詞等は初掲載当時のものであり、閲覧される時点では、変更されて
いる可能性があることをご了承ください。

●事例は特定のお客様での事例であり、全てのお客様について同様の効果を実現することが可能なわけでは
ありません。

ビス提供も視野に入れています。

　授業クラウドや、OSS クラウドサービス・

センターの今後の展望について、田胡教授

は次のように話してくれました。

「今後も日本 IBM の東京基礎研究所と共同

で、クラウド環境の強化や改善を行っていく

予定です。クラウドのメリットは、“必要なと

きに借りる”ということですが、クラウドの

コアであるデータベースに関してはOSSクラ

ウドサービス・センター内に設置します。デー

タベースには、XML に関する機能が充実し

ているIBM DB2
®
を利用しますので、そこ

でも IBM の協力が得られればと思っていま

す。また、今後は、パブリック・クラウドと

プライベート・クラウドとの統合や、東京工

科大が開発したアンドロイド搭載の携帯デバ

イスの基盤などの研究にも取り組んでいく予

定ですが、そうしたときにも、IBMと良い

関係が築ければと思っています」

「授業クラウドで教える内容は、ICT の分野

に限らないと思っています。例えば、デザイ

ンや医療などです。実現するのは大変です

が、教育機関はそれを乗り越えて実現しな

ければ、生き残れない時代なのではないで

しょうか。知財や知識が価値を持つ時代で

は、いかに早く知識を関係者に伝達できる

か、共有できるかが重要です。それを自動

化したり機械化したり支援したりするサービ

スを、いま私たちは作り始めているのだと思っ

ています」

　今後も IBM アカデミック・イニシアティブ

では、東京工科大学の先端的研究に協力し、

学生の ICTスキル向上を支援してまいります。

シアティブでは、WebSphere sMash のほ

か、クラウド環境をアジャイルで開発するた

めのプロジェクト管理基盤である「Rational 

Team Concert ™」のライセンス提供、ク

ラウド環境構築のためのノウハウや技術協力、

さらには、八王子キャンパスに OSS クラウ

ドサービス・センター設立などの支援を行い

ました。

「今回のように、何か新しいことに踏み出す

ときには、さまざまなリスクが生じます。ア

カデミック・イニシアティブ制度は、そうした

新たなチャレンジの際の敷居を下げてくれる

と思います。大学にとっては、資金面でメリッ

トがあるのはもちろんですが、技術的ノウハ

ウの提供や、サービス開始後の広報・PR の

面においても、プラスになったと感じていま

す」（田胡教授）

　また、学生にとっても良い体験になったと

田胡教授は言います。今の学生は、オープ

ンソースに慣れているため、市販の製品に触

れる機会があまりありません。企業で実際

に使われている製品を体験することは、大

学を卒業し実社会に出たときに、きっと役立

つはずです。

今後も、日本 IBM と協力して
クラウド環境を強化・改善していく

　授業クラウドによるプログラミング実習は、

2009 年 9 月にパイロット運用を開始しまし

た。2010 年度からは、600 人にも及ぶコン

ピュータサイエンス学部の 3 年生が授業クラ

ウドを利用する予定です。また、学外へのサー
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コンピュータサイエンス学部
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IBMアカデミック・イニシアティブの詳細はこちらをご覧ください。
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